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１ 人口動向分析 

（１）時系列分析 

  ① 人口・世帯数及び年齢階層別人口 

    本市の人口は、平成年代に入り、

概ね横ばいで推移しているが、平成

１７年から減少に転じ、平成２２年

には、67,760 人となり、平成７年と

同程度の水準となっており、人口減

少局面に入ったことが浮き彫りと

なっている。 

    その一方、世帯数は顕著な増加傾

向にあり、平成２２年には 26,453

世帯にのぼり、平均世帯人員も 2.56

人と全国平均の 2.46 人と近い水準

となっている。 

 

    さらに、年齢階層別人口を見ると、いわゆる人口ピラミッドの峰が経

年で上方、高齢世代にシフトしていることがうかがえるとともに、年少

人口及び生産年齢人口の減少と高齢人口の増加傾向が顕著となっている。 

    特に、各年代に共通する特徴として、20～24 歳の年齢階層、いわゆる

就職期・就学期にあたる年齢階層において一時的に人口が減少している

ことがうかがえる 
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※出典：国勢調査より作成 

※年齢不詳者がいるた

め、構成割合の合計は

100.0％とならない 

※出典：国勢調査より作成 
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  ② 人口動態 

    まず、出生数と死亡数の変動である自然動態については、平成２２年

から恒常的に死亡数が出生数を上回る、いわゆる自然減となっており、

今後、当面の間、この傾向が継続することが予測される。ただし、この

ことは、本市だけでの傾向ではなく、わが国全体の傾向であると言える。 

    一方、本市の特徴は、転入と転出の変動である社会動態において色濃

く表れている。平成２２年、平成２３年において転入超過、いわゆる社

会増であったが、平成２４年以降、転出超過、いわゆる社会減の状況と

なっている。 

    この背景には、平成２３年３月に発生した東日本大震災による東京電

力福島第一原子力発電所事故に伴う、原子力発電所の長期運転停止があ

る。この過酷事故が発生した、平成２３年が社会増の状況であったこと

をあわせて考えると、運転停止が長期化することが確実視された平成２

４年以降に、関連会社の移転等に伴う社会減が本格化したことが予測さ

れる。 

    このことは、本市の基幹産業である原子力発電が地域経済だけでなく、

人口にまで大きな影響を与えていることを示すものであるとともに、立

地地域特有の大きな課題であると言える。そのため、人口の将来展望を

見通す上で、将来における原子力発電のすう勢が大きな鍵となるととも

に、人口減少対策を講じる上で、市民の雇用を確保することが不可欠な

ものであることを強く示唆している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

※出典：福井県推計人口（年報）より作成 ※出典：福井県推計人口（年報）より作成 
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  ③ 産業動向 

   ア 産業別就業者数 

     産業動向を、産業別の就業者数

で見ると、本市の特徴として、第

一次産業が極めて低い水準にある

一方で、第三次産業が高く、直近

の平成２２年の構成割合では、7 割

近くの水準にある。 

     また、推移を見ると、第一次、

第二次産業の就業者数が顕著な

減少傾向にある一方、第三次産業

はその規模を維持するとともに、

構成割合は増加傾向にある。 

     特に、第二次産業は地域経済に

おいて、域外需要産業であること

から、この減少傾向は地域経済の

維持等の観点から注視する必要

がある。 

 

 

   イ 年齢別就業者数 

     産業動向を、年齢別就業者数で

見ると、生産年齢人口の減少を受

け、就業者の総数と 15 歳～65 歳

未満人口の著しい減少傾向がう

かがえる。 

     その一方、65 歳以上人口は顕著

な増加傾向にあり、全就業者数に

占める割合も増加している。 

     本市の地域経済において、高齢

人口が減少する生産年齢人口を

補完している傾向がうかがえる。 
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  ウ 事業所・従業者数 

    事業所・従業者数で見ると、サー

ビス業、卸・小売業、建設業が他を

大きく上回っている。 

    特に、サービス業は、第三次産業

が主要な産業構造である本市の特

徴を表し、事業所及び従業者数とも

に最も多い割合を占めているとと

もに、介護保険制度の導入及び急速

な高齢化を背景として、その構成割

合は高水準にある。 

    また、全体的な推移を見ると卸・

小売業が大幅に規模を縮小してい

る。平成３年に比して、平成２４年

においては、事業所数では５割弱に、

従業者数は６割強にまで落ち込ん

でいる。 

    さらに、平成２１年から平成２４

年にかけて、電気・ガス・水道事業

において事業所数が半減している

状況にあるが、その背景に東日本大

震災に伴う福島第一原子力発電所

事故による原子力発電所の長期運

転停止があるものと考えられる。 
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（単位：箇所、人）

農林漁業 鉱業 建設業 製造業 卸・小売業
電気・ガ
ス・水道

　運輸
　・通信業

 金融
 ・保険業

不動産業
サービス業
(公務含む)

事 業 所 数 4 4 469 350 1,900 13 101 74 65 1,269

従 業 者 数 48 76 4,326 7,119 9,431 978 2,683 795 162 9,325

事 業 所 数 6 2 534 277 1,944 13 99 72 73 1,274

従 業 者 数 64 23 5,371 6,246 10,180 848 2,712 786 211 9,952

事 業 所 数 4 5 547 251 1,828 12 114 71 73 1,313

従 業 者 数 31 91 4,990 5,271 10,291 854 2,526 724 234 11,509

事 業 所 数 3 2 513 197 1,034 12 107 60 77 1,869

従 業 者 数 18 30 4,666 4,496 6,695 655 2,204 631 235 15,183

事 業 所 数 7 － 534 192 990 13 136 64 122 1,806

従 業 者 数 97 － 4,304 3,852 6,475 698 2,698 763 432 17,096

事 業 所 数 5 1 493 189 885 7 126 60 119 1,548

従 業 者 数 22 3 4,155 4,604 6,093 678 2,723 636 566 13,902

平 成 18年

平 成 24年

区　　　分

平 成 3 年

平 成 8 年

平 成 13年

平 成 21年

※出典：平成18年までは事業所統計調査、平成21年は経済センサス基礎調査、平成24年は経済センサス活動調査により作成 
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（２）県内他市比較 

  ① 人口・世帯数及び年齢階層別人口 

    県内市の人口を比較すると、本市の人口規模は県内 9市の中で 4番目

の水準となっているが、県都である福井市が最大の人口規模であるとと

もに、敦賀市以下の 6市を合計した人口規模を上回る規模を誇り、一強

多弱の状況にある。 

    また、世帯数を見ると、概ね人口規模と同様の比較関係となっている

一方、平均世帯人員を見ると本市は極めて低く、最も核家族化が進行し

ていると言える。 
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    県内市の年齢階層別人口を見ると、20～24歳の年齢階層の構成比率が

減少するといった共通した特徴がある。これは、福井県全体として、就

職・就学を目的として、県外に人口が流出しているとともに、生産年齢

人口の一貫した定住が損なわれていることがうかがえる。 

    また、年齢階層をさらに大括りに捉え、0～14歳までの年少人口、15

～64歳までの生産年齢人口、65歳以上の高齢人口で見ると、概ね人口規

模 40,000人を境に 2極化している傾向がうかがえる。40,000 人未満の小

浜市、大野市、勝山市、あわら市においては高齢人口の割合がいずれも

25％を超えており、それ以外の 40,000 人以上の市では高齢人口の割合が

25％未満となっている。 

    さらに、年少人口の構成割合が鯖江市と坂井市といった最大の人口規

模を誇る福井市の隣接市、いわゆるベットタウンにおいて 15％を超えて

いる状況にあり、今後、本市が子育て世代とその子ども達の誘因要素を

考える上で、留意すべき事実であると考えられる。 
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  ② 人口動態（社会動態） 

   ア 男性の年齢階層別転入・転出者数 

     男性の転入・転出者数を年齢階層別で見ると、県内市で共通して、

20～24 歳の転出者数が同年齢階層の転入者数を上回っている状況にあ

る。 

     特に、20～24 歳の転出者の構成割合において、人口規模が低い市ほ

ど、構成割合が拡大する傾向がうかがえることから、同年齢階層の転

出者数が就学及び就職の機会の高さに比例することが予測される。 

     一方で、20～24 歳の転入者の構成割合においては、人口規模との明

確な比例関係を見ることができない。人口規模が最大である福井市に

おいては同年齢階層の転入者の構成割合が高いが、その他の市では必

ずしも人口規模の多寡に比例的であるとは言えない。その証左として、

本市の同年齢階層における転入者の構成割合は、人口規模が半分未満

である小浜市より劣っている状況にある。 
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※出典：国勢調査より作成 

※端数処理の結果、構成割合の合計は100.0％とならない場合がある 
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   イ 女性の年齢階層別転入・転出者数 

     女性の転入・転出者数を年齢階層別で見ると、男性と同様に、県内

市で共通して、20～24 歳の転出者数が同年齢階層の転入者数を上回っ

ている状況にある。 

     特に、20～24 歳の転出者の構成割合において、男性と同様に人口規

模が低い市ほど、構成割合が拡大する傾向がうかがえる。 

     一方で、20～24 歳の転入者の構成割合と人口規模との間には、男性

以上に相関関係を見いだせない。人口規模が最大の福井市においても

転入者の構成割合は他市よりも高くなく、むしろ小浜市、大野市や勝

山市といった人口規模が小さい市の方が構成割合が高い傾向にある。 

     このことから、少なくとも、女性の転入においては、就職や就学可

能性が誘因要素とならない可能性があり、その他の原因があるものと

考えられる。若年女性層の転入と転出は、当該地域の人口規模に長期

にわたって影響を与え続けるものであることから、その原因を探る必

要があるとともに、その際には、本市より人口規模が劣るにもかかわ

らず、転入者の構成割合が高い小浜市、大野市や勝山市等にこそ、若

年女性層の獲得を図る糸口があるものと考えられる。 

     さらに、本市において、男女とも同年齢階層における転入者の構成

割合は非常に低い水準であることから、交通の要衝である立地特性に

より流入可能性が高いといった先入観を改めるとともに、男女とも同

年齢階層の流入における誘因要素を見出す必要がある。 
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※出典：国勢調査より作成 

※端数処理の結果、構成割合の合計は100.0％とならない場合がある 



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2
8

7
5

6
1

3
1

1
4

0
5

1
,2

5
1

1
,8

7
5

1
,8

3
4

1
,1

4
5

6
7

3
3

8
0

2
2

8
2

0
7

1
8

7
1

1
2

1
0

6
1

2
1

1
5

9
2

4
6

-
1

0
,0

8
8

2
.8

5
.6

3
.1

4
.0

1
2

.4
1

8
.6

1
8

.2
1

1
.4

6
.7

3
.8

2
.3

2
.1

1
.9

1
.1

1
.1

1
.2

1
.6

2
.4

-
1

0
0

.3

1
1

4
2

0
7

8
7

7
2

2
3

7
4

7
2

4
9

5
3

3
4

1
8

1
8

9
7

5
7

1
5

2
4

1
2

8
3

7
4

4
5

8
1

2
,6

9
5

4
.2

7
.7

3
.2

2
.7

8
.8

1
7

.5
1

8
.4

1
2

.4
6

.7
3

.3
2

.8
2

.6
1

.9
1

.5
1

.0
1

.4
1

.6
2

.2
0

.0
9

9
.9

3
5

6
1

3
9

4
3

1
5

7
2

4
7

2
3

7
1

2
1

7
5

3
7

2
2

3
5

2
4

1
1

1
0

2
7

2
0

4
0

-
1

,2
4

1

2
.8

4
.9

3
.1

3
.5

1
2

.7
1

9
.9

1
9

.1
9

.8
6

.0
3

.0
1

.8
2

.8
1

.9
0

.9
0

.8
2

.2
1

.6
3

.2
-

1
0

0
.0

3
8

2
8

1
9

1
4

1
0

4
1

6
6

1
6

6
8

4
3

9
1

5
1

7
2

2
2

4
1

2
6

9
1

7
1

7
-

7
9

7

4
.8

3
.5

2
.4

1
.8

1
3

.0
2

0
.8

2
0

.8
1

0
.5

4
.9

1
.9

2
.1

2
.8

3
.0

1
.5

0
.8

1
.1

2
.1

2
.1

-
9

9
.9

2
8

3
7

2
6

1
7

9
5

1
6

8
1

3
2

8
5

3
5

1
7

1
6

1
4

1
5

6
1

0
1

0
1

6
3

1
-

7
5

8

3
.7

4
.9

3
.4

2
.2

1
2

.5
2

2
.2

1
7

.4
1

1
.2

4
.6

2
.2

2
.1

1
.8

2
.0

0
.8

1
.3

1
.3

2
.1

4
.1

-
9

9
.8

8
7

1
6

3
8

4
1

1
7

2
7

3
5

7
9

6
1

6
3

4
2

1
5

0
8

7
7

1
8

0
5

6
3

2
3

5
4

3
4

3
1

1
9

-
2

,9
7

7

2
.9

5
.5

2
.8

3
.9

9
.2

1
9

.4
2

0
.7

1
1

.5
5

.0
2

.9
2

.4
2

.7
1

.9
1

.1
1

.2
1

.4
1

.4
4

.0
-

9
9

.9

3
9

6
6

3
5

1
9

1
0

3
2

0
1

2
1

0
1

5
2

6
9

4
5

4
8

4
6

5
6

2
3

1
8

2
4

3
4

6
2

-
1

,2
5

0

3
.1

5
.3

2
.8

1
.5

8
.2

1
6

.1
1

6
.8

1
2

.2
5

.5
3

.6
3

.8
3

.7
4

.5
1

.8
1

.4
1

.9
2

.7
5

.0
-

9
9

.9

9
1

1
7

1
7

5
1

1
5

4
0

6
6

2
2

6
1

3
3

6
8

1
5

4
8

9
5

6
6

1
5

8
3

8
2

7
3

4
4

9
6

2
-

3
,0

8
9

2
.9

5
.5

2
.4

3
.7

1
3

.1
2

0
.1

1
9

.8
1

1
.9

5
.0

2
.9

1
.8

2
.0

1
.9

1
.2

0
.9

1
.1

1
.6

2
.0

-
9

9
.8

1
4

2
2

4
5

1
0

2
1

4
6

4
0

6
6

7
3

7
1

2
4

3
7

1
9

3
1

0
8

9
1

8
9

9
6

6
4

4
0

4
2

6
2

9
7

-
3

,7
4

5

3
.8

6
.5

2
.7

3
.9

1
0

.8
1

8
.0

1
9

.0
1

1
.7

5
.2

2
.9

2
.4

2
.4

2
.6

1
.7

1
.1

1
.1

1
.7

2
.6

-
1

0
0

.1

3
8

4
6

9
1

3
5

8
7

2
7

1
,5

3
2

1
,3

7
6

1
,6

6
5

1
,2

2
3

6
9

0
3

7
7

2
5

6
2

3
7

2
2

1
1

2
5

9
7

1
0

3
1

4
3

1
8

2
-

1
0

,3
8

7

3
.7

6
.7

3
.4

7
.0

1
4

.7
1

3
.2

1
6

.0
1

1
.8

6
.6

3
.6

2
.5

2
.3

2
.1

1
.2

0
.9

1
.0

1
.4

1
.8

-
9

9
.9

1
1

2
1

7
8

9
1

2
4

2
4

7
1

2
8

7
3

9
3

2
9

5
1

8
1

9
5

6
9

4
7

5
6

4
0

2
8

3
6

3
1

3
4

-
2

,6
8

6

4
.2

6
.6

3
.4

9
.0

1
7

.5
1

0
.7

1
4

.6
1

1
.0

6
.7

3
.5

2
.6

1
.7

2
.1

1
.5

1
.0

1
.3

1
.2

1
.3

-
9

9
.9

3
2

6
0

2
8

1
5

7
2

6
8

1
8

1
1

7
4

1
0

7
5

2
3

4
2

9
2

3
2

1
2

0
1

3
1

3
2

5
4

7
-

1
,2

8
4

2
.5

4
.7

2
.2

1
2

.2
2

0
.9

1
4

.1
1

3
.6

8
.3

4
.0

2
.6

2
.3

1
.8

1
.6

1
.6

1
.0

1
.0

1
.9

3
.7

-
1

0
0

.0

1
9

3
5

2
1

1
5

0
3

1
4

2
2

5
1

6
9

1
0

1
3

9
3

2
2

6
3

4
3

9
2

3
2

2
2

7
4

2
6

7
-

1
,3

8
5

1
.4

2
.5

1
.5

1
0

.8
2

2
.7

1
6

.2
1

2
.2

7
.3

2
.8

2
.3

1
.9

2
.5

2
.8

1
.7

1
.6

1
.9

3
.0

4
.8

-
9

9
.9

1
8

3
7

2
7

9
3

2
2

4
1

4
9

1
5

9
8

5
3

8
2

2
2

4
2

5
2

0
1

3
1

1
1

0
2

2
5

4
-

1
,0

3
1

1
.7

3
.6

2
.6

9
.0

2
1

.7
1

4
.5

1
5

.4
8

.2
3

.7
2

.1
2

.3
2

.4
1

.9
1

.3
1

.1
1

.0
2

.1
5

.2
-

9
9

.8

8
8

1
4

2
7

1
1

6
6

3
8

6
4

0
5

4
4

1
3

1
9

1
2

7
7

2
3

5
3

8
4

2
3

7
2

7
3

6
3

0
5

5
-

2
,5

1
7

3
.5

5
.6

2
.8

6
.6

1
5

.3
1

6
.1

1
7

.5
1

2
.7

5
.0

2
.9

1
.4

1
.5

1
.7

1
.5

1
.1

1
.4

1
.2

2
.2

-
1

0
0

.0

1
9

3
4

3
6

8
6

1
9

5
2

4
8

2
3

4
1

2
7

6
6

3
6

3
1

3
5

3
4

2
5

1
8

2
4

3
4

5
3

-
1

,3
3

5

1
.4

2
.5

2
.7

6
.4

1
4

.6
1

8
.6

1
7

.5
9

.5
4

.9
2

.7
2

.3
2

.6
2

.5
1

.9
1

.3
1

.8
2

.5
4

.0
-

9
9

.7

7
7

1
3

1
7

2
2

2
2

5
1

7
5

3
4

5
2

3
3

0
9

1
4

4
9

3
5

9
6

7
5

6
3

2
3

1
4

4
6

1
1

4
1

-
3

,1
1

3

2
.5

4
.2

2
.3

7
.1

1
6

.6
1

7
.2

1
6

.8
9

.9
4

.6
3

.0
1

.9
2

.2
1

.8
1

.0
1

.0
1

.4
2

.0
4

.5
-

1
0

0
.0

1
0

0
1

8
5

8
0

2
6

1
5

7
5

5
8

0
6

4
4

3
7

0
1

8
8

1
1

5
7

6
7

7
5

4
4

2
3

7
4

9
6

8
1

3
7

-
3

,6
3

8

2
.7

5
.1

2
.2

7
.2

1
5

.8
1

5
.9

1
7

.7
1

0
.2

5
.2

3
.2

2
.1

2
.1

1
.5

1
.2

1
.0

1
.3

1
.9

3
.8

-
1

0
0

.1



12 

 

  ③ 産業動向 

    県内市の産業動向の比較を産業別就業者数で見ると、本市と鯖江市に

おいて、第一産業の構成割合が極めて低い水準となっている。また本市

においては、第三次産業が福井市とともに県内トップの水準となってい

る。 

    この本市の極めて低い第一次産業の水準と県内トップの第三次産業の

水準といった特性が、後述する共働き率が県内市の中で最下位となって

いる原因の一つであると考えられる。 

    また、本市と人口規模が近い鯖江市及び越前市と産業別就業者数を比

較すると、両市に比して第二次産業の構成割合が 10ポイント以上も低い

水準にある。 

    特に、第二次産業のうち製造業の構成割合は、本市が 13.1％であるの

に対し、鯖江市 33.6％、越前市 35.1％と 20ポイント以上も上回ってお

り、両市と比して、固有の地場産業が少ない状況が浮き彫りとなってい

る。 

    このことは、本市の産業政策において、経済対策の側面からも他の地

域からの有効需要を取り込む域外需要産業となり得る製造業の強化が求

められるとともに、その手法として域内雇用が根づきにくい企業誘致と

いうよりは、地道な地場産業の育成に重点を置くべきと考えられる。 
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※出典：国勢調査より作成 

※端数処理の結果、構成割合の合計は100.0％とならない場合 

がある 
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  ④ 労働・婚姻の状況 

   ア 共働き世帯数及び共働き率 

     共働き世帯数及び共働き率の推移を10年間程度のトレンドで見ると、

いずれも減少傾向にある。 

     わが国全体としては、共働き率は核家族化による総世帯数と高齢世

帯数の増加により横ばいである一方、共働き世帯数は増加傾向にある。 

     しかし、福井県の共働き率は全国 1 位であるものの、長期的なトレ

ンドはわが国全体の傾向と乖離している状況にある。 

     また、本市の共働き率の推移を県内他市と比較すると、小浜市を除

き減少傾向にあることは県内他市と同様である一方、その水準は最も

低いものとなっている。この要因の一つとして、本市が県内の中で最

も第一次産業の就業者が低いことが挙げられる。このことと、本市の

第三次産業の構成割合が県内トップの水準であることを勘案すると、

特に産前産後休暇や育児休暇の充実をはじめとする、被雇用者として

の女性の就業環境の整備に力点を置く必要があると考えられる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

※出典：国勢調査より作成 
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   イ 未婚率 

    ・男性の未婚率 

     男性の未婚率を 10 年間程度のトレンドで見ると、県内市の 2 極化が

見てとれる。 

     福井市のみが未婚率が低下しており、それ以外の市において未婚率

が増加傾向にある。概ね人口規模に比例して未婚率が低い傾向にある

が、本市においては県内市の中で、中程度の未婚率となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・女性の未婚率 

     女性の未婚率を 10 年程度のトレンドで見ると、男性の未婚率と同様

に 2 極化している状況にある。 

     福井市と小浜市、そして本市は減少傾向にある一方、それ以外の市

で横ばいもしくは増加傾向にある。しかし、本市においては、県内市

の中で中程度の人口規模の水準であるにもかかわらず、福井市に次い

で未婚率が高い状況にある。 
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区　　　分平成12年平成17年平成22年
敦賀市 27.5 27.4 27.8
福井市 31.3 30.6 27.9
小浜市 27.6 28.9 28.1
大野市 23.1 24.0 24.9
勝山市 23.6 23.8 26.9
鯖江市 25.7 26.1 27.0
あわら市 24.0 27.1
越前市 28.7 27.9 28.4
坂井市 26.4

区　　　分平成12年平成17年平成22年
敦賀市 19.0 19.3 18.3
福井市 20.9 20.3 19.4
小浜市 18.0 19.2 16.4
大野市 15.1 15.5 16.2
勝山市 15.9 16.1 16.3
鯖江市 18.6 18.5 18.3
あわら市 17.9 19.0
越前市 18.6 18.1 18.2
坂井市 18.7

  

  

※出典：国勢調査より作成 

 

※出典：国勢調査より作成 
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  ウ 平均婚姻年齢 

    県内市の平均婚姻年齢（初婚年齢）を

見ると、9 市の平均では、男性は 30.3

歳、女性は 28.5 歳で初婚を迎えている。 

    男性では勝山市が、女性では坂井市が

最も初婚年齢が低くなっており、本市は

概ね平均的な水準であると言える。 

    また、人口規模が最も大きい福井市に

て、女性の初婚年齢が最も高い一方で、

男性の初婚年齢では平均の水準にある。

さらに、小浜市にて男性の初婚年齢が県

内市で最も高い水準にある。 

    ９市の平均値との乖離を見ると、男性では９市の平均値を上回ってい

るのは、本市のほかに福井市、小浜市、あわら市、女性では本市のほか

に福井市、小浜市、鯖江市、あわら市、越前市となっており、男女とも

平均値を上回っているのは男性のものと同様となっている。 

    このことから、男性に比べ、女性の方が地域の人口規模と比例的に平

均婚姻年数（初婚年数）が高くなっている一方、男性は必ずしも人口規

模に比例的ではないことがうかがえる。人口規模が大きいほど都市化が

進んでいると仮定すると、都市化の進行が女性の婚姻年齢を引き上げる

可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※出典：福井県衛生統計年報人口動態統計 
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越前市 30.2 28.8
坂井市 29.9 28.0
平均値 30.3 28.5
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  エ 未婚率と平均婚姻年齢の相関 

    未婚率と平均婚姻年齢を組み合わせてその相関性を見ると、男性、女

性とも初婚年齢が上がるほど、未婚率が上昇するという正の比例関係が

うかがえ、近似曲線を引くと、右肩上がりの曲線となる。 

    また、男性と女性を比較した場合、女性の方が未婚率及び初婚年齢が

ともに男性より低い水準にあり、近似曲線の傾きが急になっている。 

    このことは、女性の方が男性と比較し、若い時期に結婚の機会が訪れ

るとともに、加齢ごとに未婚率の上昇率が高くなることを意味している。 
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２ 将来人口の推計と分析 

（１）自然体の人口推計 

   本市の人口を平成７２年まで推計すると、図表のとおりとなり、２５年

後である平成５２年には、59,101 人にまで減少し、４５年後の平成７２年

には 50,000 人を割り込むまで減少することが予測される。 

   また、これを年齢３区分別人口で見ると、現在の合計特殊出生率のまま

推移すると、年少人口と生産年齢人口は一貫した減少傾向となるとともに、

高齢者人口は２０年後の平成４７年頃にピークとなり、その後減少局面を

迎え、各年齢区分が全て減少することとなる。 

   しかし、これは何の施策等を講じない場合の、いわゆる自然体の人口推

計であり、人口増減の２大要因である出生数と死亡数に基づく自然増減及

び転入者数と転出者数に基づく社会増減について、現状のままで推移する

ものと前提に基づく、仮定をおいて分析している。 

   このことから、この自然体の人口推計の結果に陥らせず、本市の人口を

維持していくためには、自然増減における出生数（合計特殊出生率）の向

上及び社会増減における転入者の増加を促す施策等を講じていく必要があ

る。 
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（２）仮定を踏まえた人口推計 

   自然増及び社会増を促す上での将来の方向性を含めた本市の人口の将来

展望を描く前に、自然増減及び社会増減において次の仮定に基づく、人口

推計を行った。 

  ① 自然増減における仮定（合計特殊出生率） 

    将来において自然増へ転換していくためには、合計特殊出生率を向上

させ、出生数の増加を促す必要がある。 

    平成２６年１２月２７日に閣議決定された、国の「まち・ひと・しご

と創生長期ビジョン（以下、「長期ビジョン」という）」においては、合

計特殊出生率を平成５２年には 2.07 とすることを見通している。 

    このことから、国の長期ビジョンが目指す合計特殊出生率を当てはめ

ると、本市の長期的な人口推計は次の図表のアのとおりとなる。 

    また、この達成年次が 5 年遅れた場合には図表のイのとおりとなり、

図表のアと比して平成７２年時で 128 人減少することとなるため、いわ

ゆる少子化対策については早期に、かつ効果的な取組が求められる。 
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  ② 社会増減における仮定（原子力発電所の影響） 

    「１－（１）－② 人口動態」から明らかなように、立地地域である本

市にとって基幹産業に位置づけられる原子力発電所の動向が地域経済だ

けでなく、本市の人口にも大きな影響を与える。 

    現在、本市には、原子力発電所の所員だけでなく、協力会社を含め、

3,000 人を超える方々が働き、その多くが常住しており、本市の人口と産

業の基幹を支えている。現時点で、廃止の時期や措置の工程が明瞭とな

っていないことから、原子力発電所の影響を人口推計に反映することは

困難である。 

    しかし、今後、原子力発電所の廃止措置が進められる中で、原子力発

電所に代わる雇用を生みだすことできないとき、現状の 3,000 人超の所

員等とその家族を含めた人口規模が失われる危険性がある。 

    エネルギー政策は国の一元的責務を有するもので、本市の裁量が原則

及ばないという厳然とした事実を踏まえ、また最悪の場合、3,000 人超の

雇用と人口規模が喪失する危険性があることから、長期的な視点の中で、

市民の雇用の安定化を図ることができる原子力発電と比肩する産業の軸

を創出し、足腰が強く厚みのある産業構造を構築することが求められる。 
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３ 人口の変化が地域の将来に与える影響の分析・考察 

  「２ 将来人口の推計と分析」から、人口の変化によって、将来、本市にお

いて、次のような影響と課題が生じるものと考えられる。 

 

（１）不安定な雇用環境と生産年齢人口の減少 

   社会増減については、当該地域の雇用環境の安定性と密接な関係を有し

ており、転入者を促し、転出者を抑制する上で、いかに安定的な雇用環境

を構築していくかが、重要となる。 

   また、立地地域であり、原子力発電が基幹産業として位置づけられる本

市においては、「２－（２）－② 社会増減における仮定（原子力発電所の

影響）」で示したように、原子力発電の見通しが不透明な中で、その先行き

は一種のリスクとしての作用する側面を有している。 

   このことから、安定的な雇用を確保し、社会増を促すことで、可能な限

り生産年齢人口を維持するために、足腰の強く厚みのある産業構造の構築

に向け、長期的な視点に立った産業振興の充実に取組んでいく必要がある。 

 

（２）慢性的な労働供給不足と企業等の流出 

   現在でも、年齢別就業者数において、高齢者が本市の労働力を補完して

いる状況にあるが、平成４７年以降には全年齢区分で人口が減少すること

から、各企業の生産体制等が現状のままであると仮定すると、著しく労働

供給不足に陥る危険性が高い。 

   また、このことは、将来において企業等に対する本市の経済的地位を低

下させ、企業等の流出につながることが懸念される。 

   このことから、企業誘致等をはじめとする産業振興策と同時並行的に、

本市の労働供給体制の安定化のため、子育て支援の充実に取組むことで、

女性の社会進出等を促進していく必要がある。 

 

（３）少子化の進行と人口減少問題の拡大再生産 

   わが国全体の合計特殊出生率は、長期的かつ継続的に減少傾向にあり、

仮にこのすう勢が継続し、少子化が一層深刻化した場合には、既に生じて

いる人口減少問題を将来に拡大再生産することを招くとともに、対策が遅

れるほど、その影響は拡大していく。 

   このことから、できるだけ早い時期に、若年世代の子どもを生み育てる

ことへの物心両面の障壁の低下につながる子育て支援の充実化に取組んで

いく必要がある。 
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（４）地域経済等の循環の阻害と人口流出の加速 

   わが国全体として、地方都市においては、就職期・就学期の年齢階層に

おいて、大きく社会減が生じ、人口が減少する一方、これ以降の年齢階層

においては当該地域の産業構造等を背景とし、就業等により人口が増加す

るといった共通した特徴を有している。 

   これまで本市を含めた地方都市において、このような年齢階層の社会増

減のサイクルを所与の条件として、まがりなりにも地域経済等の循環を維

持してきたと言える。 

   しかし、今後、人口減少が加速し、労働供給の不足や企業等の流出を招

く中で、このサイクルを維持することが不可能となるとともに、一層、都

市圏等への人口流出を招く危険性が高い。 

   このことから、これまでも各地方都市で取組んできたように、Ｕターン

やＩターンを促すことはもちろん、そもそも就職期・就学期の若年世代を

域外へ出ていかないようにするために、安定的な雇用環境や高等教育等へ

の進学可能性を整えることによって、本市域内での人材輩出と就職・就業

が域内で循環するサイクルを構築していく必要がある。 

 

（５）人的・財政的資源の縮小と行政サービス等の過剰供給 

   人口減少が進行し、税収の低下等による財政規模が縮小することが予見

される。また、これに伴い、行政の職員数の減少等だけでなく、これまで

公共的な担い手として機能してきた地区の地縁団体等の縮小を招き、公共

的なサービスにおける人的・財政的な資源が縮小することとなる。 

   そのため、人口減少の進行に伴い、現状の行政サービス等がその質と量

の両側面において、維持することが困難となるとともに、公共施設等の維

持・運営等において、過剰供給の状態を招くこととなる。 

   このことから、行政サービス等全般において、人的・財政的資源の人口

減少対策への選択と集中を進め、人口減少時代にあった施策等の体系に転

換を図るとともに、公共施設等の統廃合をはじめとした行政サービス等の

過剰供給の抑制に努めていく必要がある。 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

Ⅱ 人口の将来展望  
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１ 将来展望に必要な調査・分析 

  「Ⅰ－３人口の変化が地域の将来に与える影響の分析・考察」において、

長期的な将来、本市が直面する課題等を抽出したところであるが、この課題

の解決に向けた「目指すべき将来の方向」を設定する上で、課題に関係する

と考えられる、調査及び分析は以下のとおりである。 

 

（１）原子力発電所の長期運転停止に伴う地域経済への影響 

   平成２６年３月に資源エネルギー庁において、敦賀・美浜地域をモデル

ケースとして、東京電力福島第一原子力発電所事故前後における地域経済

を調査・分析し、原子力発電所の長期運転停止に伴う地域経済への影響に

関する報告書が取りまとめられた。 

   これによると、事故後において、定期検査作業員の流入減少等に伴い、

約 5.8億円/年の影響が生じると推計されるとともに、長期運転停止の状態

が継続した場合に、将来において、新たに約 95 億円/年の影響が発生し、

あわせて約 100 億円/年の影響が生じることが予測された。 

   このことから、原子力発電が本市の基幹産業として、地域経済に非常に

大きなウェイトを占めていることが浮き彫りとなるとともに、その影響の

大きさから、短期・中期的に原子力発電所に代わる基幹産業を構築するこ

とは困難であると言える。 

 

 

区     分 要     因 影 響 額 

現下に生じている影響 定期検査作業員の流入減少等 約△5.8億円/年 

将来生じる可能性があ

る影響 

運転停止継続に伴う事業所支

出額の減少 
約△95億円/年 

合     計 約△100億円/年 

 

 

（２）市内企業等が求める支援ニーズ及び要望 

   前項にて既出の資源エネルギー庁による原子力発電所の長期運転停止に

伴う地域経済への影響に関する報告書の作成に際し、市内の事業所等に対

して、長期運転停止の中、求める支援ニーズと、行政への要望に関するア

ンケート調査を実施した。 

   この結果から、市内企業等が求める支援として、最もニーズが高いのは、

金融支援であり、これに経営改善支援、新事業展開支援が続いている。 

  

※出典：平成25年度原子力発電施設広聴・広報等事業調査報告書より作成 
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   また、市内企業等が本市をはじめとする行政への要望としては、消費拡

大施策が最も要望が高く、これに新産業創出施策、企業誘致施策が続いて

いる。さらに、本市の 7 割弱を第三次産業が占め、この大部分を小売・卸

業及びサービス業が占めるといった、本市特有の産業構造を勘案するとき、

観光振興施策は域外需要の獲得といった一種の消費拡大施策と捉えること

ができることから、消費拡大施策に対する要望が極めて大きいと考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）結婚・出産・子育てに関する意識や希望 

   国立社会保障・人口問題研究所において、平成２２年に地域ブロック別

における結婚の意向、希望・予定・理想子ども数等に関する調査が実施さ

れており、この結果は図表のとおりである。 

   中部・北陸ブロックにおいて、独身者における結婚の意思は男女とも 8

割を超えている一方で、「Ⅰ－１－（２）－④－イ 未婚率」において、本

市の平成２２年時における未婚率が、男性で 3 割弱、女性で 2 割弱である

ことを勘案すると、特に男性において、結婚に関する希望が適っていない

状況にあることがうかがえる。 

   また、独身者における平均希望子ども数を見ると、独身男性で 2.01、独

身女性で 2.09、そして夫婦における平均理想子ども数では 2.43 となってお

り、人口置換水準である 2.07 に近似するか上回っている状況にある。 

   その一方、厚生労働省における平成２３年の「人口動態統計」による福

井県の合計特殊出生率は、1.56 となっており、希望または理想とする子ど

も数と大きく乖離していることがうかがえる。 
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※出典：平成25年度原子力発電施設広聴・広報等事業調査報告書より作成 
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（４）市内高校生の進路状況 

   本市独自に、市内高等学校の協力のもとで、進路希望に関する調査を実

施した。その結果は図表のとおりであり、市内高校生の約 7 割が就職また

は就学のため、市外への転出している状況にある。 

   特に、このうち約 9 割は就学のための転出意向であることから、市内に

おける高等教育等への進学可能性の確保や市外への通学支援等の取組を講

じる必要がある。 

   しかし、逆説的に、就職による転出者は低く、就職する高校生の多くは

市内で定住することがうかがえることから、若年世代の人口流出を抑制す

る上で、市内高校生の市内就職斡旋に取組むことが効果的であると考えら

れる。 

 

 

 

結婚意思あり（男性）結婚意思あり（女性）平均希望子ども数（男性）平均希望子ども数（女性）平均理想子ども数 平均予定子ども数 完結出生児数

全国 86.3% 89.4% 2.04 2.12 2.42 2.07 1.96

北海道 85.2% 84.1% 2.03 2.07 2.33 1.97 1.81

東北 84.4% 89.8% 2.11 2.21 2.53 2.19 2.11

関東 85.6% 90.2% 2.02 2.07 2.33 1.97 1.84

中部・北陸 85.2% 88.8% 2.01 2.09 2.43 2.07 1.97

近畿 87.1% 89.0% 2.02 2.08 2.35 2.02 1.86

中国・四国 87.4% 92.0% 2.10 2.20 2.49 2.18 2.14

九州・沖縄 89.3% 87.9% 2.11 2.26 2.65 2.33 2.16

出生動向基本調査（独身者調査） 出生動向基本調査（夫婦調査）
区　　　　分

区　　　分平成12年平成17年平成22年
敦賀市 27.5 27.4 27.8
福井市 31.3 30.6 27.9
小浜市 27.6 28.9 28.1
大野市 23.1 24.0 24.9
勝山市 23.6 23.8 26.9
鯖江市 25.7 26.1 27.0
あわら市 24.0 27.1
越前市 28.7 27.9 28.4
坂井市 26.4

区　　　分平成12年平成17年平成22年
敦賀市 19.0 19.3 18.3
福井市 20.9 20.3 19.4
小浜市 18.0 19.2 16.4
大野市 15.1 15.5 16.2
勝山市 15.9 16.1 16.3
鯖江市 18.6 18.5 18.3
あわら市 17.9 19.0
越前市 18.6 18.1 18.2
坂井市 18.7

  

    

※出典：国勢調査より作成 

※出典：国立社会保障・人口問題研究所「第14回出生動向基本調査による研究」より作成 

※出典：市内高校生へのアンケート結果等により作成（標本数1,012件） 

  

（単位：人、％）
区　　　　 分 進学 就職 計 構成割合
市外転出者 666 83 749 74.0
市内在住者 22 241 263 26.0
合　　　　計 688 324 1012 100.0
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（５）定住意向及び市民のニーズ 

   本市独自に、第６次敦賀市総合計画の策定に向け、市民に対し、定住意

向と本市の行政サービスのニーズ等に関する市民意識調査を実施した。 

   この結果は、図表のとおりであるが、7 割を超える市民が本市に住み続け

たいと回答しており、極めて高い定住意向を示している。 

   また、本市の行政サービスのニーズについては、人口減少対策に関連す

ると考えられる行政サービスとして、「少子化対策や子育て環境の充実」や

「製造業など工業の振興や企業の誘致」、「敦賀港を活用した商業・観光振

興」等において高いニーズがあることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

順位 サービスの充実等（ソフト面の取組） 現状の満足度 今後の重要度
市民のニーズ
（差　　引）

1 障がい者福祉の充実 2.08 4.23 2.15

2 少子化対策や子育て環境の充実 2.26 4.36 2.10

3 高齢者福祉の充実 2.37 4.41 2.04

4 中心市街地、商店街の活性化 2.16 4.17 2.01

5 製造業など工業の振興や企業の誘致 2.12 4.11 1.99

6 医療・保健サービスの充実 2.55 4.53 1.98

7 行財政改革の推進 2.09 4.03 1.94

8 農林水産業の振興 1.94 3.83 1.89

9 敦賀港を活用した商業・観光振興 2.09 3.93 1.84

10 敦賀港を利用した貿易振興 2.02 3.85 1.82

11 自然災害等に対する防災対策 2.44 4.23 1.78

12 ごみの適正処理、不法投棄等への対策強化 2.53 4.28 1.75

13 教育環境の充実 2.50 4.03 1.53

14 市道、河川の維持管理 2.53 4.02 1.49

15 環境保護活動やリサイクルの推進 2.74 4.10 1.36

16 コミュニティバス等の公共交通機関の充実 2.53 3.86 1.33

17 観光の振興やイベントの充実 2.55 3.83 1.29

18 ホームページの充実や電子申請などの情報化の推進 2.24 3.44 1.19

19 大学等の高等教育の誘致、充実 2.23 3.42 1.18

20 歴史的なまちなみの維持等の景観保全 2.57 3.72 1.15

21 公園の維持管理、美化活動 2.67 3.82 1.15

22 上・下水道の維持管理 2.88 3.93 1.05

23 文化財保護、文化振興活動の推進 2.40 3.42 1.02

24 各公民館での公開講座等の生涯学習の充実 2.49 3.40 0.91

25 スポーツ活動の振興 2.57 3.48 0.91

26 図書館の蔵書充実や社会教育活動の充実 2.64 3.51 0.87

64.97.6

5.3

2.8

1.1 10.4

7.9

    

※出典：平成21年敦賀市市民意識調査 
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２ 目指すべき将来の方向 

「世代を越えたライフサイクル全般にわたる人材の域内循環の構築」 

  「Ⅰ 人口の現況分析」及び「Ⅱ－１ 将来展望に必要な調査・分析」から、

人口減少対策において、「産業振興の充実」、「子育て支援の充実」、「人材育成

の充実」、そして「持続可能で標準的な行政サービスの維持等」に総合的に取

組むこととする。 

  このことによって、産業振興による生産年齢人口の流出抑制と流入を促す

とともに、職を得て定住した市民が充実した子育て支援を享受し、安心して

出産と子育てに臨み、さらにその子ども達が成長したとき、域内で就学・就

職するとともに、これらに係る人的・財政的な資源を既存施策等を見直す中

で生み出すといった、ライフサイクルの全般にわたる適切な支援を講じ、世

代を越えて暮らし続ける人材の域内循環を構築することを目指すべき将来の

方向とする。 

 

（１）産業振興の充実－生産年齢人口の維持－ 

   将来における人口水準の維持、特に生産年齢人口の維持に向けて、市民

の雇用確保に取組む必要がある。 

   立地地域である本市において、東日本大震災を契機とする原子力発電所

の長期運転停止に伴い、既に人口にも大きな影響を与えているだけでなく、

長期的な将来において廃炉等が現実となるとき、その影響は大きく拡大す

ることが懸念される。 

   このことから、長期的な将来の安定的な産業構造の構築を見すえ、敦賀 3、

4 号機の新増設を進めると同時に、新産業団地の造成や企業誘致といった将

来の新たな雇用創出に向けた取組を進めることで可能な限り、生産年齢人

口を維持する。 

   ただし、一朝一夕に産業構造の転換を図ることは不可能であることから、

産業振興においては、時間軸を重視し、段階的な取組を進めることが極め

て重要となる。そのため、まず、短期・中期においては現下の影響を少し

でも改善すべく、観光振興をはじめとする域外からの消費需要の拡大策に

取組む。 

 

（２）子育て支援の充実－年少人口の維持－ 

   将来における人口水準の維持において、人口減少問題の拡大再生産を防

止する上で、年少人口の維持が極めて重要となることから、子育て世代の

結婚及び子育てにおける物心両面の障壁を取り除くことができる子育て支
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援の充実に取組む必要がある。 

   特に、出生率の向上が遅れるほど、人口の減少が拡大することから、子

育て支援においては、早期にかつ効果的な取組を実施することが重要とな

る。 

   このことから、保育園や支援拠点施設の運営といったソフト面の取組の

充実化し、人口の流出防止に努めるとともに、域外に流出した子育て世代

のＵターンを促す、いわゆる「子育てＵターン」を促進させ、可能な限り

年少人口を維持する。 
 

（３）人材育成の充実－若年世代の流出抑制－ 

   将来における人口水準の維持において、一貫した定住が重要になる一方

で、本市の年齢階層別人口を見ると、就職期・就学期に相当する 20～24 歳

の年齢階層で人口が減少するという特徴があり、一貫した定住が損なわれ

ていると言える。 

   また、このことは、市内に高等教育等への就学経路が十分でなく、本市

の地域経済において労働需給のミスマッチを生じていることを示唆し、本

市で出生・輩出された人材が域内で帰着することができていない状況にあ

ると言える。 

   このことから、市内に高等教育への進学可能性を確保し、就学における

定住を促進し、産業振興として雇用の創出と確保とともに、地元就職を促

すなど、人材育成に支援することによって、若年世代の流出を抑制する。 
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（４）持続可能で標準的な行政サービスの維持等－資源の選択と集中－ 

   人口減少の進行は、税収の減収による財政規模の縮小だけでなく、行政

職員や地縁団体等の公共的なサービスの担い手をも減少させるなど、人

的・財政的資源そのものの縮小を招くこととなる。 

   また、このことは、現状の行政サービス等の維持が困難となるだけでな

く、公共施設等の維持・運営をはじめとし、行政サービス等の過剰供給の

状態となることが予測される。 

   このことから、行政サービス等全般において、人口減少及び人口構成に

適合した施策等の体系へ転換を図るとともに、公共施設等の統廃合をはじ

めとして、人的または財政的資源配分の選択と集中を進め、行政サービス

等の過剰供給の抑制に取組む。 
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３ 人口の将来展望 

  「２ 目指すべき将来方向」にて示した、「世代を越えたライフサイクル全

般にわたる人材の域内循環の構築」が成された場合の人口の将来展望は図表

のとおりであり、平成７２年時において 50,000 人超を展望する。 

  これを展望する上での前提条件は次のとおりである。 

 

（１）産業振興の充実による生産年齢人口の維持 

   「産業振興の充実」によって、敦賀 3、4 号機の新増設の実現、もしくは

これと代替可能な産業構造の構築を前提条件とし、現状の生産年齢人口割

合が将来にわたって維持することを見込む。 

 

（２）子育て支援の充実による年少人口の維持 

   「子育て支援の充実」によって、定住した生産年齢階層の世代の出産及

び子育てにおける物心両面の障壁を早期に取り除くとともに、域外へ流出

した方々の子育てＵターンが促進され、一人でも多くの年少人口が維持さ

れることを前提とし、国の長期ビジョンと同様に合計特殊出生率が平成５

２年には 2.07 にまで達すると見込む。 

 

（３）人材育成の充実による若年世代の流出抑制 

   「人材育成の充実」によって、高等教育等の就学可能性を確保するとと

もに、地元就職を促進することを前提とし、20～24 歳代の流出が 5％程度

抑制されることを見込む。 
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